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1「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書 
 2011 年 8 月 15 日 国立国語研究所 
 
 
１．プロジェクトの概要 
 
 
１ プロジェクトの目的 
 
 「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」は，国立国語研究所の基幹型共同研
究プロジェクトとして2009年にスタートした。プロジェクトの目的は以下のとおりである。 
 
 グローバル化が進む中，世界中の少数言語が消滅の危機に瀕している。2009 年 2 月のユ
ネスコの発表によると，日本語方言の中では，沖縄県のほぼ全域の方言，鹿児島県の奄美
方言，東京都の八丈方言が危険な状態にあるとされている。これらの危機方言は，他の方
言ではすでに失われてしまった古代日本語の特徴や，他の方言とは異なる言語システムを
有している場合が多く，一地域の方言研究だけでなく，歴史言語学，一般言語学の面でも
高い価値を持っている。また，これらの方言では，小さな集落ごとに方言が違っている場
合が多く，バリエーションがどのように形成されたか，という点でも注目される。 
 本プロジェクトでは，フィールドワークに実績を持つ全国の研究者を組織して，これら
危機方言の調査を行い，その特徴を明らかにすると同時に，言語の多様性形成のプロセス
や言語の一般特性の解明にあたる。また，方言を映像や音声で記録・保存し，それらを一
般公開することにより，危機方言の記録・保存・普及を行う。 
 
２ 研究方法 
 
 消滅危機方言の調査は緊急を要する。そのため，フィールド調査に実績を持つ国内外の
研究者を組織化し，調査研究を効率的に進める必要がある。また，質の高いデータを残す
ために，これまで，必ずしも統一的でなかった方言（言語）の調査方法や記述方法に統一
性を持たせる必要がある。さらに，将来の方言（言語）研究を担う若手研究者の育成も必
要である。以上を踏まえて，本プロジェクトでは次の２種類の調査をベースとして研究を
進めている。  
  (1) 共同研究者が各自のフィールドで行う各地点調査研究  
  (2) 共同研究者が一同に会して行う合同調査研究  
 (1) はそれぞれの共同研究者がそれぞれのフィールドで行う調査研究で，共同研究者は
その成果をプロジェクトの共同研究発表会で発表し，自分の調査研究を発展させるきっか
けとしている（共同研究発表会では，若手研究者の研究を支援するために，共同研究者以
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外の若手研究者が発表を行うこともある）。  
 (2) は調査地点をቯめ，その地点の音声・ࠕクセント・ᢥ法・基␆語ᒵ・⺣⹤╬を総合
的に記述する調査である。この調査には，共同研究者だけでなくࡐスドク，学ᝄ特೎研究
ຬ，ᄢ学㒮↢といった若手研究者もෳടし，ෳട者が共同で調査・データᢛℂ・報告書の
૞成を行っている。╙１࿁目の合同調査は，2010 年㧥月に鹿児島県喜界島で実ᣉした。本
書はその報告書である。  
 
㧟 ౒ห研究⠪ 
 
 本プロシェクトの共同研究者は，以下のとおりである（2011年月0日⃻࿷）。  
 
࠙エࠗン・ロー࡟ンス（ࠝーク࡜ンドᄢ学），上㊁ༀ㆏（国立国語研究所ቴຬ），ᄢ⷏ᜏ
一㇢（国立国語研究所），㊄↰┨ብ（ජ⪲ᄢ学），⁚ୀ❥ਭ（℄⃿ᄢ学㧛国立国語研究所
ቴຬ），ਭ保ᥓਯ（਻Ꮊᄢ学），┄⭽᥍ᄦ（国立国語研究所），下地⾐代ሶ（沖縄国㓙ᄢ
学），下地ℂೣ（⟲㚍県立ᅚሶᄢ学㧛国立国語研究所ቴຬ），↰┄行ೣ（京都ᄢ学㧛国立
国語研究所ቴຬ），┻↰ᤩሶ（国立国語研究所・プロジェクト㕖Ᏹൕ研究ຬ），࠳࠾エル・
ロング（㚂都ᄢ学東京），中島↱美（一ᯅᄢ学），ખේⓛ（℄⃿ᄢ学），⷏ጟᢅ（沖縄国
㓙ᄢ学），ᣂ↰ືᄦ（㊄ᴛᄢ学），෶ศ㉿美（ᔒቑ㙚ᄢ学），᧻本ᵏ丈，᧻᫪᥏ሶ（日本
ᅚሶᄢ学㧛国立国語研究所ቴຬ），ਃ੗はるߺ（国立国語研究所）（੖ච音㗅） 
